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対象は 328 例で、TA 群が 205 例、non-TA 群が 123 例であった。 
患者背景は、TA 群で年齢の中央値が 67 歳（60-74 歳）で、術前治療症例が 15%とやや
多く、肛門縁からの距離（中央値）が 5cm と短かった。non-TA 群では年齢の中央値が
70 歳（62-77 歳）で、開腹手術が 19%、一時的人工肛門造設症例 16％と TA 群と比較し
多く、術中出血量（中央値）が 90ml とやや多い傾向にあった。 
縫合不全は全体のうち 36 例（11％）で発生し、TA 群に比較し non-TA 群にて有意に縫
合不全の発生割合が高かった（non-TA 群 15% vs TA 群 8.3%, オッズ比 2.02, 95% 信





唆された(調整オッズ比 0.37, 95%信頼区間 0.15-0.91)。 
術後全合併症、術後死亡割合、在院日数は両群に有意な差は認めなかった。 
また局所再発率も両群に有意な差は認めなかったが、縫合不全群に高い傾向があった





















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３０年 ２月２０日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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